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方言研究の過去・現在・未来
　方言研究は、過去に於て、いつｍ、一番、盛であつたか－―・これを知るためには、方言書類の一年間に於ける脅行冊数を延るのが一番よい。そこで、試みに「愛ｍ［趣味」四巻二随に掲載された東條操氏の「方言刊行書目」を見ると、明治元年から十二年までは皆無、∝三年には沖縄對話二冊、二十年に一冊、二十一年に二服、二十二年に一冊、二十四年に一冊、二十五年に一冊、その後鳴らくとぎれて、二十九年に一冊、三十年に一冊、三十一年に二冊、三十二年に一冊、三十三年に二冊、三十四年に二冊、この頃から急に多くなり、三十五年八階、三十ヽ六年五冊ご二十七年五冊ご二十八年二冊、三十九年五階四十年四階、四十一年三冊、四十二年二冊、四十三年四階、四十四年三階、となつてゐる。無論、これに洩れた
資料も多い事だらぅが、比例を知る鴛には之で十分である。では、なぜ、明治三十五年以後、方言研究が盛んになつたかといふに、これは國語調査會の活動がその刺戟となつたと認められる。即ち、明治三十五年は、國語調売分か初めて設立された年である。同分は「＿調警閻スル事項」一冊、「口語法調秀二闘スル事項」一冊を印刷して、三十六年九月に、之を各府聊に燈つて、調査を頼んだ。これが直接の刺戟となつて、かくも多くの方言誌の穀行を延たのである。その溌糠には、これらの方言誌は、大抵、教育會や尽校から出てゐる。これょり先、明治三十年、東京徹國大尽國諸研究窒に於て、時の文科大尽長、外山正一氏の名にょつて、各騨の知冷に、方言取調べを幟んぢ事があつたといふから、・洞れば、源は逗
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いのであるが、とにかく、この時代に、ある機運が勤いてをつね事は察せられる。
　明治三十八年には「費韻調査報告書」及び［費順分布圖」、翌年には「口語法嗣査報告害」及び「口語法分布圓」が國語調査委員會から出版されたが、これは、各府曙からの回答を整理しかものである。なほ、明治三十七年には、保科孝一氏の編纂した「方言採集嫁」が國語調査委員會の名によつて出てゐる。
　大正時代の方言刊行ｍ‥は二十八冊。一年平均二階で、之を明治三十五年から四十四年までの刊行害、四十一冊一年平均四冊に比べれば、牛分にしか常らない。しかしこの時代には、郡誌の出版が非常に多く（殊に大正十二年頃は、郡役所庭止の事情の侭に、一番、多く、郡誌が出た）その郡誌の中には，方言をのせたものが多い。
　昭和になつてからは、二年に、東條操氏の大日本方言地圖、静岡鵬警察部のを國方言集、再呪物でｍ出雲方言考、田廼方言等、三年には、束躾操氏の方言採集手帖‥四年には秋田方諏、富山市近在方言集、鹿児島語法、和
歌山脈の髭矯ｍ便覧、方言雄篇稿の群鳥騨方言、秘野　　　＝－　ぢ・ｐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ
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五年には九月までに、方言隼甕稿の祠島、拐扁井、奈良諧騨、言語誌叢刊の蝸牛考、南島
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方言資料、Ｑ岐方一Ｘ拓、荘内語、田中疋行氏の肥後方言考、水口清氏の秋田の植物方言、杉山正世氏の愛媛騨周桑郡丹原地方言語集、同氏の埼玉鵬川越市近傍言語集、桂叉三郎氏復刻の岡山聊吉備郡の「方言説語調表書」桑江良行氏の「標準語對照、沖縄語の研究」等があり、叉淫く出よぅとしてゐるものに、岩倉市郎氏の「鬼界島方一ぢ」官良常歓氏の「八東山語彙」嶋村知章氏の「岡山ぷ削燈の方言」同氏の「岡山鵬各郡誌掲載の方言集」等がある。方言書類出職の数では、明治三十五六年の盛期をしのぐ程である。しかも、今日の方言書類は、十申八九分までは、個人の著であつて、明治時代の稼に、教育酋や學校から出るものは、極めて、少ないのは注意すべき現象である。では、これらの人々は、どぅいふ種類の人であらぅか。これを考へて見るのも無用ではあるまい。
　今日、方言研究家には三腫頚ある。
第一、國話孝研究家。これは多かりさぅでｍは少ない。これは、國語孝に閻する書物が、極めて、少ない事によつてもわかる、「國語固文の研究」第四十四銃によると昭和四年間の國文孝閻係の出版書は、六百冊もあるさぅぢか、その内國語孝に閻するものは二十四冊しか無い。
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しかも、その二十四冊は、アリンス國＿彙、ローマ字日本語の交欧、アイヌ語より見たる日本地名研究、氏那古祠史、日鮮同祗論の様なものを合めてヾある。
　古疵ハの研究者が、なぜ方言を顧みないかと言へば、それは、その必要を認めないと言ふのではなくて、それに趣味を持たぬのである。古典を愛好す沁程の人は、みな古典趣味、尚古趣味の人々であるから、現在の事宵、書かれざる史鞭に趣味を持たないのは富然である。且、今日の様に學問が知識階級の靴交用具と兌られる稼な時代にあつては、人の知つてゐる事を知らぬのは恥であるが人の知らーぬ事を知らぬのは、何等の恥でもない。言はゞ學問も亦、一種の流行であり、そして、方言は、まが流行以前なのである。
　第二、郷土研究家。これは、いやしくも、自分の村に閻する事ならば、殿様の話でも、偉人の傅記でも、逗物でも，逗跡でも．±俗フも、傅説でも、何でも集めよぅとする人々である。郡誌や村誌に戦つてゐる方言は、かぅいふ人の集めたものである。しかし、もとく、彼等は、郷土愛から出費してゐるから、他郡、鮭鵬の力鍔には、少しの興味もなく、方言雑誌が出ても、砥者にならぅともしない・彼等は、結局採集家であつて、研究まで
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はないのである。
　第三、土俗研究室。土俗研究家の興味は、郷土研究家とは違つて、國境を超越してゐる。彼等は、自分の村の事は、もとより、琉球の事でも、アイヌの事でも、アフリカ土人の琲でも、いやしくも、面白い話なら、何でも知らぅとする。たｒ方言は、土俗や傅説とは違ひ、無味乾燥であるから、今まで、彼等の注意を惹かなかつたのである。しかし、仝俗と方言との闘係は、柳田先生の論交を見た者は、その像想以上に、密接な事におどろくであらぅ。例へげ盛岡では、ギョーギョーシの事を方言で、チョンチョンズガーフガラズといふ。これは其鳴き弾　　チョンチョンズ　　ガラガラズ
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の女申であつたと
云ふ。ある夜、その家に、侍が泊つた。あくる朝、立つ時になつて、片万の草履か、どぅしても、見えない。時は怒つて、その女中を切り殺した。すると、その女中は島となつて、川原に飛んで行つた。だから今でも
　　草履片足、事々し、とぅく私の酋切つぢ。首切つ
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手ｍ陥野地方で採がした砦噺でふる。これによれば，ギョーギョーシも、宵は［仰仰し」で「事々し」と同じ意味の言葉からまたかもしれない。
　あるひは言ふ、ョヽフキリは、村きつてｐ淫ら娘であつた。ある夏の夜、川原の殴の中で、いたづらをしてゐると、蹊つて、悶で、尻を切つた。それで
　　けつ切つた、けつ切つた、引くり返つてぶつ通Ｌ、
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四五六源治の仇錆、けつ切つた、けつ切つた、７タ
　　チチ、アタチチ、γアィテテ、アア’ーごアー
と啼くのガとも言ふ。これも、佐々木さんの採集であるか［閻切り」といぶ名も、咸ひは、こんな涌から家てゐるのかも知れない。
　次に、方言學奢の列侑には入つて、発づ、柳田固り発生。柳田先生の方言研究は「郷土噺窮」の方言Ｅでも見受けられるか、大論交か続々とＬて、殺表される籾になつたのは、昭和二年四月からである。これも目録をあけるのか、｝希早い。
　　蝸牛考　　　　人類學雑誌　。二隼四月より
　　方言と費　　　アサヒグラフ　　二年四月六日よも　　私生児を意味する方言　民族　　二隼五月
　　農民史研究の一郎　　期民　　　二黎六月より
民間些粗
菓の方言など、岱の時弊
既代脈低地ト楽園　家の光
小さき奢の籐、信濃教育末子を意味する方言、民族歳婆を意味する方言、民喩
交易と贈答虫の名の方←【一方言の小研究
同ml司
二年七月より二年七月
二年八月
二年九月より二年九月
二年十一月三年一月
三年一月
三年三月
　　］蜀黍と堺掘（方一Ｘの小研究二）同　三年五月
　　虎杖とよ筆（方一Ｘの小研究三）同　三年七月
　　蝦玖考　　　　土のいろ　　　　三參九月
柳田先生によつて、方言は、初めて、珍問的に研究されたと言つてよい。今までの研究法は、比較といふ事を、公然、無祠して．．自分の知る村の言紫だけを解決しよぅとしてをつたｋめに、稿隋を免れなかつた。これに反して、柳田先生の方法は、語原は第二として、売りその分布を知るといふ事を第一とし、各地の方言を蒐集し、分類した。だから、たとへ、その語原溌に暇しない者があつたとしても、かくして、得られた、某語の方言集なり方谷地圖なりは、資料として永久に役立つわけであら。
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しかし、柳田先生か、方□の分耐を地圖の庖で毅表されたのは、最近、雁行本として出た「蝸僻考」が最初であ　題目について昆れば、さすが、兎俗尽からしい好みが伺はれる。説明の方法に於て、一珊、″、ｃ・フである。飼ヘば蝶筑を、ツガメ、アガこ｛ヤトーサンといふのは「侭め」「邦まにや涌さん」といふ子供の遊び言紫から来たと宵ひ、猿をスモトリパナ、カギビキなど．ｋといふのは花と花とをかけ｀ｎせて遊ぷ堺から来たといふ如き、その一例である。
　改修操氏は、方宵祭の佑曼奢であるが、東條氏のこれまでの御仕事は、溌として、目録の編纂であつた。それは次の牒な雑誌に貸表されてゐる。
　　郷兎研究　　　　四巻七胱　　　　（仝國）
　　民　・碗　　　　一巻互随　　　　（東北地方）
　　Ｈ跨教育　　　　．一巻一娩　　　　（仝國）
　　同　　　　　　　十一巻一裁　　　（琉球語）
　　同　　　　　　　昭和二年三月鳴　（仝國）
　　愛宵趣味　　　　四年二賎　　　　（仝國）　　　、
　　方言とセ浴　　　ｍ一巻一琥、二銃，三閻、四琥
　　　　　　　　　　　　　　　（榔±誌方言資料目録）
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　　　方一一ヽ［採集手帖　　（単行本、仝國）
　東側氏の「南島方言資料」の序交によれば、同氏は仝國　の方言を，これと同じ形式で、順々に、裂表するつもり　であつたらしいが、惜しいかな、十二単の震災で、蔵害　を、仝部、僥いてしまつた。然るに、最近になつて、犬　田楽太郎氏が、仝國方言の集大成ををて「方鴛雄篇稿」　と題して、謄寫版ずりで溌行し、既に群馬、長野、紹島　栃氷、岐阜、三重、馴非，奈良の諸幡を終り、今、和歌　…曙と石川喝を編纂申である。東條氏と言ひ、大田氏と　言ひ、自分一師の研究は後廻しとして、長く研究者のよ　りどころとなる様な、かぅいふ地味な時事を企てられた　のは、後進に取つて大いなる幸である。
　現在の方言研究の特徴の一つは、方眸分布圖の作製である。費韻やロｍｍ法の分布圖は、早く，國路胴衣委員゛から出版され、叉、近くは硯條ぷの大日本方言地圖もあるが、眼路についての精密な地圖は「岡出交化資料」第二寿雄五嘘（昭和丑年五月五日溌行）に拙戦された，厚物學奢、佐藤清明氏の「岡山煽に於けるイタドリの方言分布論」の附圖（｝九三〇年二月二十一日作製）が公表されたものとしては、最初のものである。同氏は、同じ粗誌の第三巻第二院に「岡山輯に於ける蟻地獄の方言分
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布論」を楕け、精密な分布圖を添へてゐる。これとは稿立に、山木靖民さんは、私の編輯穀行する雑誌「方言と土俗」第一巻ｍ五ｕに、島原牛島に於ける甘藷の方言分布圖を毅表してゐる。雨氏とも、柳田先生の指導を受けた人で、殊に、佐藤氏は始の論交の冒頭に「此の一篇を斯學の先発者、柳田國男氏に捧けて、尊敬の意を表す」と嶮路を書いてゐる程である。その外、沖縄聡の宮良富廷さん、岡山市の桂叉三郎さん、愛媛謁の杉山正世さんも、自分の郷里を中心としで、方言の分布をしらべてゐ　箪に、自分の村の方言だけを報告するのと違つて、分布をしらべよぅとするには、自分で、わらじ掛けで歩くにしてス、また」、手紙で、問ひ合せるにしても、少なからぬ時間と努力と財カとを嬰する事であるから、よほどの熱心室でなければ、できぬ仕事である。今日まで方言分布圖が現はれなかつたのは、つまり、それだけの熱心家がなかつたｍ櫨である。然るに、この最初の熱心家が國語昂者の側から現はれずに、土俗學者や博物學奢の側から現はれたのは、國語尽奢に取つて、決して名尋ある事ではない。無論、詩家は國語昂者の側から、絨カと方言研究家が現はれる事を期待し確信する者である。（完）
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